
平成１４年１２月

神奈川県環境農政部畜産課

～家畜排せつ物法に対応していくために～

家畜ふん尿処理方法の例と各種アイデア



も く じ

ページ

１ はじめに １

２ 家畜ふん尿処理のポイント ２

（１）ふん処理

＜堆肥化とは＞

（２）尿汚水処理

３ 家畜排せつ物法への対応

（１）法対応の趣旨 ３

（２）これまでに県内で作られてきた主なふん尿処理施設 ３～ ５

（３）これまでにないふん尿処理（簡易対応）の検討

ア 検討の方向性 ５

イ ふん尿処理施設等整備の考え方 （フロー図） ６

簡易対応として考えられる資材の概要と組み合わせ例 ７

ウ 試算対象としたモデル農家の規模・標準施設面積 ８・９

エ 組合せ例のイメージと試算

Ａ 園芸ハウス利用の簡易乾燥施設 （Ａ１～Ａ４と組み合わせ) １０

Ａ１ 鉄板式堆肥盤 １１

Ａ２ 土壌硬化式堆肥盤 １２

Ａ３ 簡易堆肥バッグ式 １３

Ａ４ コンクリート式堆肥盤（参考） １４

Ｂ Ｌ型擁壁・遮水シートの乾燥・堆肥化施設（１棟型） １５

Ｃ コンパネ擁壁・土壌硬化式の乾燥・堆肥化施設（１棟型) １６

Ｄ 天日利用・板壁中心式乾燥・堆肥化施設（１場所５頭×３ヶ所) １７

Ｅ ビニールシート簡易対応 １８

オ 肉用牛・養豚・養鶏経営での置き換え １９

４ 手作り施設等に役立つ情報・アイデア集

（１）被覆資材編 ２０・２１

（２）床面資材編 ２２・２３

（３）壁面資材編 ２４



- 1 -

１ はじめに

県はこれまでに、畜産経営の中で大きなウエイトを占めている環境対策の負担を少しでも軽

減できるよう、家畜排せつ物の処理施設整備を望まれる方に対し、補助事業やリース事業を進

めてきました。

平成11年11月1日に「家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律（以下「家

畜排せつ物法）」が施行されてからは、整備を望まれる方は増えていますが、昨秋のＢＳＥ発生と

その後の影響で、特に牛については経営状況の厳しさも増し、経営の負担となる施設整備等に

対する大きな投資が難しい状況となっています。

しかし、平成16年11月からの「家畜排せつ物法」に基づく管理基準（＝排せつ物の施設内での

管理）の適用開始まで２年を切り、期日までには適切な処理を行なうための、何らかの環境対策

を進めなければなりません。

環境整備にあたり、補助事業等を利用して整備を要望される方へは、これまで同様関係機関

一体となって進めてまいりますが、今回は特に、神奈川県畜産経営環境保全総合対策協議会の

部会活動の中で検討した、「比較的費用がかからず、自己資金等で環境対策を進めようと考え

ている方への「ヒント」となるような簡易施設等」を紹介するものです。

なお、本誌では、「乳牛飼養農家」をモデル農家としていますが、肉用牛・養豚・養鶏農家の方

々については、「乳牛飼養農家」の施設を基に、各畜種に対応させた場合の頭羽数を換算して、

活用できるように工夫しました。

本誌掲載の施設等の基本的な考え方

�「家畜排せつ物法」に対応した施設であること

�安価（自家施工でもできるなど）であること

�施設を建てる用地の形状を変えない（現状復帰できるなど）こと
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２ 家畜ふん尿処理のポイント

（１）ふん処理

○基本は好気性微生物による 堆肥化 です。
○最大のポイントは 水分・比重調整 です。これが出来れば半分出来上がったも同じ！
→水分・比重調整方法
�オガクズ等副資材で水分を吸着させ・空気が入るようにする
�乾燥ハウスでふんのみを乾燥させ・空気が入るようにする など

５Lバケツ確認法（県畜産研究所しらべ）
堆肥化が良好に進む水分・比重調整の目安

調整後のふんを５リットルバケツに入れて計量 ２．５ｋｇ以下なら堆肥化可能

○切り返し等で空気を送り 好気性微生物に十分な呼吸をさせる ことも重要です。
○また、畜舎自体の換気（扇風機もよい）による ふんの乾燥 、尿の混合を少なくして水分を
下げるよう ふん尿分離の徹底 も大変重要です。
（例えば牛ふんの水分を68％にしようとするハウスなら、原料ふんの水分を85％から84％と

１％落とすだけで、乾燥施設の面積は約１割小さくてすむのです！）

＜堆肥化とは＞
�易分解性有機物が分解することで汚物感・臭気が払拭され、発芽障害も低減される。
�発酵熱により有害菌や雑草種子が死滅し、水分も減少するため取扱いが容易になる。
☆堆肥は、作物栽培に使ってこそ堆肥です。せっかくの堆肥が野積みにならないよう、良質な堆
肥を生産して耕種農家に供給したり、自給飼料の栽培に利用しましょう。

（２）尿汚水処理（大きく分けて液肥化と浄化）

○ 液肥化 長期間貯留や積極的にばっ気処理することで液肥化し、畑地施用が可能だが、
貯留時に発生する臭気や泡等の問題、及び住宅混住型の本県では畑地へ施用する際に拡
散する臭気にも十分な配慮が必要です。

○ 浄 化 本県では古くから浄化槽の設置普及に努めてきており、河川放流可能な水質ま
で浄化するためには、活性汚泥（有機物をエサにして生きる好気性微生物の集合体）方式が、
最も一般的であり、施肥作業からも軽減されるため望ましいと言える。
・浄化の最大のポイントは固形分の除去であり、ふん処理同様 ふん尿分離の徹底 が大
変重要です。（ふんが尿に溶け出さないようにする）
・活性汚泥は汚水が濃すぎると微生物の呼吸が追いつかず、せっかく浄化槽を作っても浄化
出来ないという結果になるため、投入する汚水の濃度はBO Dであれば 1000～1500ppm （乳
牛で原尿の４倍、豚で２倍希釈）程度に出来るかどうかが、浄化の善し悪しにつながります。
・活性汚泥は生き物であり十分な酸素が必要です。槽全体に空気が回っているかどうかも重
要ですが、汚泥が増えすぎて酸素不足となり働けなくなっている事も多いため、家畜に接する
の と同様に 日々状態を観察 することが重要です。



- 3 -

３ 家畜排せつ物法への対応
（１）法対応の趣旨
家畜排せつ物法における排せつ物の処理・保管施設の構造基準は、
固形状（ふん）：床を不浸透性材料で築造し、適当な覆い及び側壁を有すること
液状（尿汚水）：不浸透性材料で築造した貯留槽にすること

という、ごく基本的なものです。
これは、飼養規模の拡大化に伴って家畜排せつ物の野積み・素掘りといった不適切な処理が

増加してきたこと、またこうした不適切な処理が、硝酸性窒素やクリプトスポリジウム原虫等によ
る河川や地下水の汚染を招く原因の一つとして考えられていることから設けられた基準であり、
多くの人々の健康に直接影響することからも、早急に解決しなくてはならない大変身近で重要な
問題です。
つまり、家畜ふん尿が施設等の外に流出したり、直接地下浸透しないようにすることです。

（２）これまでに県内で作られてきた主なふん尿処理施設（補助事業等）
家畜排せつ物法が出来る前から、本県で取り組まれてきた恒久的な施設の例です。
飼養頭数が多い場合や、後継者があり今後も長期間経営継続するという場合は、是非とも欲
しい施設であり、県として今後も推奨していくものです。

＜ふん処理＞
堆肥舎
床・壁をコンクリート等で構築、屋根があるもの。
水分65％程度まで乾燥したふん、又は水分調整した

ふんを切り返しして堆肥化する。
水分調整副資材の水分によって堆肥舎の必要容積が

大きく変動するため、副資材の目安を付けてから設計し
なくてはならない。
切返しにはローダー等を使い、時間と労力が必要。
ブロアー等機械を入れない場合は、維持費が安い。

乾燥ハウス
太陽熱の力を利用してふんの乾燥を行う施設。
深さ15～30�程度のロータリー式攪拌機械で攪拌し

水分低減を図る。乾燥のみで流通に回す場合もあるが、
発酵に適する水分まで落とした後、積み上げて堆肥化す
るとよい。（堆肥舎と組み合わせて設置する等）
ただし、冬期は水分蒸発能力が落ちる（夏の1/3～1/5

程度まで落ちる）ので、冬期を前提とした規模積算が必
要です。
電気代等維持費が発生するが比較的安い。
オガクズ等副資材が手に入りにくい場合は有効な施設である。神奈川では古くからこの方式

がとられている施設が多く、副資材との調整がいらない分、手間が少ないと言える。
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攪拌発酵ハウス
数十�～２ｍ程度の深い発酵槽を備え、ロータリー式

やスクープ式の機械で攪拌するもの。
発酵して堆肥化され、発酵熱で乾燥する。直線型・回

行(ｴﾝﾄ ﾚ゙ｽ )型がある。
大前提として、投入時に副資材で水分調整が必要。

（例えば、水分を68％にするには、乳牛生糞１ｍ に対３

3 3し、オガクズで２ｍ、戻し堆肥（水分50％の時）では４ｍ
を必要とする。副資材に何を使うかで必要容積が変わる
ことに注意。）
容積は槽の深さでりクリアできるため、乾燥ハウスより施設面積を縮小出来るという理由で安

易に選定する場合があるが、副資材が確保出来ない・調整の手間をかけられない（労力がない）
という人には向かないので注意する。電気代は比較的高い。

密閉縦型発酵機

縦型のため、設置面積が少なくすむ。
豚・鶏でよく使用されているが、牛ふんの場合は発酵

補助剤（白土等）が必要で、その分ふんの投入量が減る
ことを考慮する必要がある。
通常２週間程度で排出されるため、乾燥ふんと同様の

状態となり、良質堆肥化には別途堆肥舎等が必要。
濃厚な臭気が排出されるため、脱臭槽（県内ではオガ

クズ使用が多い・定期的に交換が必要）の併設をする必
要がある。
電気代は比較的高い。

＜尿汚水処理＞
回分式活性汚泥浄化槽
ばっ気槽が沈殿槽を兼ねるため構造が比較的単純。
槽の形状は、楕円形でブラシタイプやスクリュータイプのばっき装置を付けて回行水流を持た

せるもの、四角い枡状でばっ気レーター等で上下の水流を持たせるもの等がある。
楕円型は面積を要するが、性能が安定し管理し易い。
いずれも時間を決めてばっ気を停止し、活性汚泥が

沈殿したところで上澄みを放流する。
通常は１日１回分が多いが、浄化能力によってタイマ

ーにより２回、３回分等に調整することができる。
増えすぎた汚泥は定期的に引抜き、堆肥化に回す。
最近はＦＲＰユニット型のコンパクトな製品が出来てい

るが、小さい故に汚泥ぬき等、通常の手入れに気を使う
必要がある。
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連続式活性汚泥浄化槽
処理目的別に複数の槽を作り（一次沈砂槽・ばっ気

槽・汚泥沈殿槽等）、汚水を順番に移動させながら上
澄み液を連続的に放流するもので、返送汚泥装置など
仕組みや操作が複雑になる。
古くから沈殿槽を一体型・又は別に設けたコンパクト

なＦＲＰユニット型の製品（右写真）があるが、小さい故に
汚泥ぬき等、通常の手入れに気を使う必要がある。

（３）これまでにないふん尿処理（簡易対応）の検討

ア 検討の方向性
○これまでに県下では、３～５ぺージのような様々な施設が設置されてきました。
しかし、手間を惜しまずに日常の管理をきちんとすれば、恒久的な施設でなくても家畜排せ

つ物法に対応することは十分可能であるため、自己資金・自家施工程度で対応可能な、比較
的安価な整備方法について検討いたしました。

＜ふんについて＞
県内では堆肥舎が最も多く設置されていますが、副資材の不足で苦労している例もあるた

め、乾燥処理と堆肥化処理を組み合わせ、、副資材がなくても十分処理ができるような方法を
中心に考えました。（オガクズ等木質系副資材は分解が遅く、耕種農家から嫌われる事も理
由）

「乾燥処理＋堆肥化処理の２つの方法を組み合わせるもの」を４例、「乾燥と堆肥そこで、
化を一つの施設・エリアの中で処理するもの」を３例、その外にふんの一時保管に参考となる
１例の計８例をまとめ、 使用する各資材を別のものに置き換えても検討出来るよう、なおかつ
情報・アイデア集を巻末にまとめました。

尿汚水について＞＜
これまで取られてきた貯留（還元畑のある場合）・浄化の方式が最も簡易であるため、「槽」

報・アイデア集（床面資材を適正な構造とする、コンクリートに代わる安価な資材を、情
。編）に提示し、参考とできるようにしました



イ　ふん尿処理施設等整備の考え方

施設の考え方は？

処理したいものは？

ふ 尿
汚 右頁へ

ん 水

槽の部分の

資材で低廉化する。

【生ふん・生尿の施用について】

○ 　飼料作や農作物が吸収できる程度（適正施肥量）であれば、生ふんでも生尿でも肥料としての

施用は可能です。

○ 　生ふんでは県作物別施用基準で、牛１０ｔ、豚５ｔ程度（畑地１０ａあたり）が目安として示されていま

すが、作付け状況や肥沃度によっても大きく変動します。

（生ふんは急激な分解熱で作物の根を傷める事があり、作付けまでに期間をおくなど注意が必要。）

○ 　尿では、ふんの混合状況も個々に大きく違い、標準施用量がないのが現状です。

○ 　いずれも作物の生育状況を見ながら、障害が出ない様に施用するのはもちろんですが、施肥によ

る悪臭発生のため近隣住民に迷惑がかかる恐れがある場合や、地下水の汚染が心配されるよう

な場合は、生で施肥を行うべきではないため、堆肥化・浄化処理を検討してください。

（畑に作付しない場合は、施肥ではありません。）

スタート！

Ⅴ

－　６　－

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

　尿汚水の貯留槽以外の簡易対応は難しい。
　
　　○畑地が十分あり、液肥としてまけるなら………………
　　　（ただし本来の液肥は、積極的なばっ気が必要
　　　　であり、散布時の臭気の問題も生じる）
　
　（放流出来る水質を目指すなら、活性汚泥方式が最も望ましい。
　汚水の貯留・ばっ気を確保した上で、槽の資材を検討し、低廉化することは可能）

　堆肥化には水分・比重の
　調整が重要です。
　オガクズ等副資材が
　十分確保できますか？

　ふんの処理の目標は？

市町村農業（畜産）担当課、
　　　　　　　及び
県畜産関係機関
　　　行政センター
　　　農政事務所
　　　農業改良普及センター
　　　家畜保健衛生所
　　　にご相談ください。

　
　

　　３～５Ｐのような
　恒久的施設を
　設置する。

    しっかりしたもの
　を作りたい。

　処理したいものは？

　　いずれ元の
　農地に戻せる
  ものを作りたい。

尿
汚
水
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ん

貯留槽による
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簡易対応として考えられる資材の概要と組み合わせの例

簡易対応資材 （詳細についてはアイデア集参照のこと　２０～２４Ｐ）

被覆資材 床面資材 壁面資材

１ 　シート類利用 １ 　シート敷設 １ 　コンクリート製Ｌ型擁壁

２ 　シート敷設（鉄板敷き）

２ 　パイプハウス利用 ３ 　シート埋設（荒砂） ２ 　コンクリート製キット型

４ 　シート埋設（土壌硬化剤）

３ 　堆肥バッグ ５ 　シート埋設（タタミ） ３ 　コンパネ突っ張り壁

６ 　（コンクリ敷設）

４ 　伸縮式ハウス等 ７ 　その他 ４ 　ｺﾝｸﾘｰﾄ＋樹皮壁

　

尿汚水処理 ５ 　鉄板バンカーサイロ方式

○ 　シート類利用

○ 　ＦＲＰ製品・廃材の利用 ６ 　その他

組み合わせの例　（左ページのⅠ～Ⅴについて、上記資材を組み合わせたもの。詳細は各ページ）

Ａ１～Ａ４参照

Ｃ・Ｄ・Ｅ参照

Ａ３参照

２ ＋ ４ １０Ｐ

１ ＋ ２ １１Ｐ

１ ＋ ４ １２Ｐ

１ ３ ＋ １ １３Ｐ

１ ＋ ６ １４Ｐ

２ ＋ ５ ＋ １ １５Ｐ

２ ＋ ４ ＋ ３ １６Ｐ

１ ＋ ７ ＋ ６ １７Ｐ

乾燥ハウス Ａ参照

堆肥盤 Ａ１～Ａ４参照

堆肥盤 １ ＋ １ １８Ｐ

堆肥舎 Ｃ・Ｄ・Ｅ参照

貯留槽（浄化槽） アイデア集の床面資材編参照 　　２２・２３Ｐ

－　７　－

Ｅ

Ｆ

Ⅴ

尿汚水処理

Ⅲ

Ⅳ

「槽」の材料や施工方法
の検討

一次保管のみ考える

ふん処理 記号

Ａ

副資材で水分調整出来る
ので、すぐに堆肥化行程へ
堆肥化期間を要するので面
積が必要

Ⅰ

Ⅱ 堆肥盤（ｺﾝｸﾘ）

 　　乾燥ハウス＋

Ａ
と
組
合
わ
せ
る

Ｃ

試算の

ページ

乾燥ハウス

堆肥盤

簡易堆肥舎

堆肥ﾊﾞｯｸﾞ

今回試算したもの

Ｄ

Ａ１

Ａ２

Ａ３

Ａ４

堆肥盤（硬化剤）

堆肥盤（バッグ）

乾燥処理のみ考える

副資材がなくても対応出来
るよう、天日利用で乾燥処
理したのち、積み上げて堆
肥化する

露天乾燥＋堆肥盤

堆肥盤（鉄板）

 　　　　堆肥舎１棟型
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ウ 試算対象としたモデル農家の規模・標準施設面積

県内でも一番対象の多い 乳牛飼養農家 とし、県内の平均的規模（搾乳牛３０頭）
の半分程度で、恒久的施設を設置するには経済的負担が大きすぎる場合を想定しました。

１５頭で試算した理由 ： 小規模農家でも参考となる。
平均的農家では単純に倍にすることでイメージし易い。

労 働 力 ： Ａさん本人、妻の２人。後継者なし。
飼養規模 ： （平均乳量 7600ｋｇ／年・頭）搾乳牛１５頭
飼養形態 ： 繋ぎ飼い、バーンクリーナーあり。尿は尿溜め畑地還元。
ふん性状 ： ３６ｋｇ／日・頭、水分８４％ （中央畜産会数値）
尿 性 状 ： １４ｋｇ／日・頭 （中央畜産会数値）
所有機械 ： 軽ダンプ、ショベルローダー、トラクター（ロータリー付き）
そ の 他 ： 飼料作付け無し。野積みふんを耕種農家に無償供給。

参考 尿処理について 畑地に肥料として還元可能で、作物を作付けしているような範
囲であれば貯留槽で対応できるが、基本的には浄化槽が必要。

◎活性汚泥方式で浄化処理する場合の必要有効容積の目安
ばっ気槽は、酸素が十分供給出来れば（ばっ気装置により違う）槽の形は問わないが、安全の

為には表面積が大きい方がよい（表面から酸素が供給できる）。

標準施設容積 「活性汚泥方式、ＢＯＤ容積負荷０．３kg/ｍ /日」の場合３

搾乳牛１５頭で計算すると と考えてよい約１４ｍ １頭あたり約１ｍ３ ３

◎活性汚泥方式で浄化処理する場合の必要希釈水の目安
ふん尿がきちんと分離された尿のみを浄化する場合とすると、単純な希釈目安は約４倍であり、

水の確保も大変重要です。
※分離が悪く、ふんが混入する場合は、より多くの希釈水が必要になります。

搾乳牛１５頭では、尿１４ｋｇ／日×１５頭＝２１０ｋｇ／日

尿１ 希釈水 ３
２１０kg ２１０kg×３＝６３０kg／日 確保１頭あたり４２ｋｇ／日以上

尿処理については、本誌ではあまり深く検討出来なかったので、今後引続き検討します。
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ふん処理について

◎乾燥処理＋堆積処理する場合の必要有効面積・容積の目安
「乾燥処理＋堆積処理」の場合（オガクズ利用なし）

乾燥処理 堆積処理 Ａさんの計算結果はこれ。
３搾乳牛 有効面積� 有効容積�� ｍ

１０頭 ９０ ２２ ☆いずれも最低限の面積と容積。
１５頭 １３５ ３２ 安全率１．２倍程度見込んでも可。
２０頭 １８０ ４３ ��とも施設内の利用できないロス部分
２５頭 ２２５ ５４ を考慮して最終施設面積を決めること。
３０頭 ２７０ ６５ �は容積。積載高で変動するので注意。

育成・乾乳牛の考慮はしていない。３５頭 ３１５ ７６
実際の数値は牛の能力、牛舎構造で大き４０頭 ３６０ ８６

く変動するので、左表は参考とし、関係指４５頭 ４０５ ９７
導機関（巻末）に相談のこと。５０頭 ４５０ １０８

Ａさんの有効面積・容積から施設全体の大きさを想定するとこうなります。

乾燥処理 （ﾄﾗｸﾀｰ・ﾛｰﾀﾘｰで攪拌） 堆積処理 （ローダーで切り返し）

冬期水分蒸散２kg/� ２ヶ月間の処理をする
３水分84％→68％ 有効容積 32ｍ

乾燥床有効面積135�を確保 高2×幅4ｍのかまぼこ型で堆積した場合
間口3×長20間のハウス 長さ8ｍ。必要面積 32�

＝ ２００� １ｍの額縁を設けると＝ ６０�

この施設を基本に次ページ以降の試算を行うこととする。

＜もしも堆肥舎のみで処理しようとしたら…＞
仮にＡさんに広い土地があり、オガクズ等水分調整資材が潤沢に入手可能な場合
オガクズ：月当たり ２ｔダンプ４゚台ぶん＝３２ｍ が本来の必要量（Ａさんの場合）３

堆肥舎のみでも堆肥化が可能ですが、オガクズ混合により容積が増えること、オガク
ズの分解に５ヶ月程度を要することを考慮すると、２ｍの堆積高でも、

必要堆肥舎面積＝３４５� と、大きな施設になってしまう。
＜もしも補助事業等で対応しようとしたら…＞
仮にＡさんが耕種農家と組んで組合を作り、上記の面積で恒久的施設として、
「乾燥ハウス（攪拌機付き）＋堆肥舎」を作ったとすると…
○乾燥ハウス 約１０００万円 ＋ 堆肥舎約２００万円 ＝１２００万円
○補助が１／２出たとしても、負担額は６００万円
→１５頭の経営では、ほぼ年収に相当する大きな負担となってしまう。



市販ビニールハウス
透明ビニール張り

１８ｍ

ふん
巾

１０～３０㎝下にシート埋設
床面の施工方法は２３Ｐ参照

＜処理フロー＞
畜舎 乾燥ハウス 処理方式　　Ａ１　　Ａ２　　Ａ３　　Ａ４

ロータリー付きトラクターで撹拌・乾燥
堆積厚さ１０㎝程度 次頁以降に掲載

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
パイプハウス セット 円
幅３間×長１０間

床材
遮水シート（１㎜厚） ㎡ 円
 （幅7.5×長20）m×2基分 を見込んだ
暗渠配水管(内径50㎜) ｍ 円
土壌硬化剤 t 円

埋戻し土30ｔ×２基用
（60ｔ×15％＝9ｔ）

貯留槽（廃品の浴槽等） 個 円 円
（平米あたり

（　面積 ㎡ ） 円 円）

＜よい点＞
○ 簡易で低価格。
○ 撹拌装置の代用に、人力でトラクター（ロータリー）を走行させて攪拌乾燥させる。

＜注意が必要な点＞
○ ビニールが劣化すると効率が悪くなるので、張り替えが必要。
○ 特に夏場は内部温度がかなり高くなり、またアンモニア濃度も高くなるので、作業上の注意が必要。
○ 内部で作業をするので、柱等との接触に十分注意する必要がある。
○ 施設撤去の際には硬化した土の除去が必要 ○排汁は乾燥糞にかけて再度乾燥

備考

97,000

エ　組合せ例のイメージと試算

Ａ 園芸ハウス利用の簡易乾燥施設

×２棟

（乳牛１５頭用乾燥部分）

1

単価 価格

0 0

円／㎡

円／ｍ

必要量の計算
は２２Ｐ参照

135,000
6,250

360,000

－　１０　－

195 3,565695,250

シートでも作成可

25
9

2

300 1,200

250
円／ｔ15,000

194,000

単価には加工賃

５．４ｍ

暗渠管 貯留槽

円

資　材 数量

薄くして早く乾かす！



※敷設方法は、２３Ｐ参照

＜処理フロー＞

畜舎 乾燥ハウス 鉄板式堆肥盤 ２ヶ月ぶん
（１０Ｐ参照） ローダーで切り返し（１４日に１回）

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
ブルーシート２枚 枚 円
（幅７．２ｍ×長９ｍ）
→通気性が欲しければ

堆肥シートに変更する
（アイデア集参照）

床材
遮水シート（１㎜厚） ㎡ 円

（幅８ｍ×長11ｍ） を見込んだ
敷き鉄板 枚

（22㎜厚、８００ｋｇ）

（平米あたり
（　面積 ㎡ ※） 円 円）

※２ヶ月分の最低面積である。４ヶ月保管する場合は２倍、半年なら３倍必要と考える。

＜よい点＞
○ 鉄板上をローダー等で動けるため、切り返し作業が行える。
○ 鉄板の枚数を増やせば面積の拡大が可能である。

＜注意が必要な点＞
○ 鉄板搬入には、重機等の作業車が入るため、場所の選定が必要。
○ 鉄板は重量があるため、簡単には動かせない。設置場所の確定には注意が必要。
○ 鉄板上のローダー作業は、滑るので注意が必要。
○　地固めをきちんとしないと鉄板がずれるため、鉄板の溶接をしたほうがよい。

Ａ１ 鉄板式堆肥盤

遮水シート

は床面より広く

かけること

敷
き
鉄
板

３
ｍ

（Ａで処理後の乳牛１５頭半乾燥糞を２ヶ月堆肥化する）

堆肥の被覆シート

6,500 円

1.5ｍ

雨水が入らぬ

（重ね部の堆肥

－　１１　－

1,200 円／㎡

６
ｍ

2

１０．５ｍ

を高くする等）

13,000

622,600

運賃除く36,000 504,000円／枚

備考資　材 数量 単価 価格（税抜き）

単価には加工賃105,600

63 9,883

よう工夫する

14

88



堆肥の被覆シートは
床面より広くかけること

※敷設方法は １０ｍ
２３Ｐ参照

G

１０～３０㎝
下記試算は３０㎝の場合

６ｍ

＜処理フロー＞

畜舎 乾燥ハウス 土壌硬化式堆肥盤 ２ヶ月ぶん

（１０Ｐ参照） ローダーで切り返し（１４日に１回）

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
ブルーシート２枚 枚 円
（幅７．２ｍ×長９ｍ）
→通気性が欲しければ

堆肥シートに変更する
（アイデア集参照）

床材
遮水シート（１㎜厚） ㎡ 円

（幅８ｍ×長12ｍ） を見込んだ
土壌硬化剤 ｔ 円

埋戻し土１８ｔ
（18ｔ×15％＝2.7ｔ）

（平米あたり
（　面積 ㎡ ※） 円 円）

※２ヶ月分の最低面積である。４ヶ月保管する場合は２倍、半年なら３倍必要と考える。

＜よい点＞
○ 硬化した面はローダーが走行でき、切り返し作業が行える。
○ 施設予定地の土を使用でき、新たな土（資材）を購入しなくても施工可能。

＜注意が必要な点＞
○ 土壌硬化剤と混合した土は、強度が出るが不浸透性ではない。下には遮水シートが必要。
○ 施設撤去の際には硬化した土の除去が必要。

Ａ２

土壌硬化剤で
固めた堆肥盤

遮水シート

（Ａで処理後の乳牛１５頭半乾燥糞を２ヶ月堆肥化する）

96

2.7

資　材

土壌硬化式堆肥盤

60 2,812

よう工夫する

数量 単価 価格（税抜き）

15,000 円／ｔ

2

備考

（重ね部の堆肥
を高くする等）

必要量の計算

雨水が入らぬ

単価には加工賃

13,000

－　１２　－

115,200

は２２Ｐ参照
40,500

168,700

円／㎡

円6,500

1,200



シート９ｍ角

堆肥バッグはメッシュ構造であり、
上下にシートが必要。

バッグ下には通気のためパレット
実質面積７ｍ角 やタルキを敷くこと。

床面シートは、ローダーで作業する

為には埋設したほうがよい。
被覆シートは１１ｍ角程度 （アイデア集参照）

＜処理フロー＞

畜舎 乾燥ハウス ２ヶ月ぶん

（１０Ｐ参照） 切り返し作業無し

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
ブルーシート 枚 円

（１０ｍ×１０ｍ）

床材
ブルーシート 枚 円

（１０ｍ×１０ｍ）

その他
簡易堆肥バック

500kg用袋 枚 円
（半乾燥糞を入れる場合
であり、メーカーの示す
使用方法ではない）

（平米あたり
（　面積 ㎡ ※） 円 円）

※２ヶ月分の最低面積である。４ヶ月保管する場合は２倍、半年なら３倍必要と考える。

＜よい点＞
○ 外見が緑色で汚物感がなく、切り返し作業がいらない。省力化とともに悪臭発生も抑制。
○ バックごと耕種農家に運搬可能で流通しやすい。（耕種農家に保管してもらう事も出来る）
○ メッシュ構造なので、ハエなどの衛生害虫が発生しても出られず、熱で死滅する。

＜注意が必要な点＞
○ 水分・比重調整をしっかり行わないと堆肥化が進行しない。（切り返しが行えないので）
○ 処理対象物を入れると重量が500kg近くになり、運搬に工夫が必要。フォークリフト等。
○ 処理対象物をバックに投入する作業が大変。→攪拌投入機の投資（２５０～３５０万円）

Ａ３
（Ａで処理後の乳牛１５頭半乾燥糞を２ヶ月堆肥化する）

簡易堆肥バック置き場

－　１３　－

20,000

8,000

8,000

円

円

円／枚

1

２１Ｐ参照
アイデア集660,000

8,000

676,000

33

8,000

備考資　材 数量 単価 価格（税抜き）

1

簡易堆肥バッグ式

81 8,346



堆肥の被覆シートは
床面より広くかけること

コンクリート層
厚さ10cm
15cmメッシュの
鉄筋金網

砕石層
厚さ10cm

＜処理フロー＞

畜舎 乾燥ハウス

（１０Ｐ参照） トラクター（ロータリー）で攪拌・乾燥
ショベルローダーで山積みし堆肥化

＜必要資材と概算費用＞

材料だけだと次のとおり
砕石 m3 円
鉄筋金網

（Ｄ１０　１５０×１５０㎜) ㎡ 円
コンクリート

（Ｎ２１） m3 円

ブルーシート(10m×10m) 枚 円
（平米あたり

（　面積 ㎡ ） 円 円）
材工込みだと次のとおり

敷きならし・整地 ㎡ 円

砕石地業（材工共） m3 円

鉄筋金網敷き込み（材工共） ㎡ 円

コンクリート打設 m3 円
（材工共）

コンクリートならし ㎡ 円

ブルーシート(10m×10m) 枚 円
（平米あたり

（　面積 ㎡ ） 円 円）
※２ヶ月分の最低面積である。４ヶ月保管する場合は２倍、半年なら３倍必要と考える。

＜よい点＞
○ 丈夫、耐久性に富む。

＜注意が必要な点＞
○ 撤去が困難。自家施工では手間がかかる。

Ａ４

コンクリート堆肥盤

（Ａで処理後の乳牛１５頭半乾燥糞を２ヶ月堆肥化する）

－　１４　－

2,880

3,200

525.3

9,000

6

円/m3 19,200

円/m3

6

6,500 円/m3

31,518

39,000

円/㎡

60

54,000

16,000

172,800

120,718 2,012

円/㎡

コンクリート式堆肥盤（参考：簡易とは言い難い）

2 8,000

備考価格

円/枚

60

資　材 数量 単価

60

6

60 2,000 円/㎡ 120,000

6 15,000 円/m3 90,000

60 210 円/㎡ 12,600

60 450,400 7,507

2 8,000 円/枚 16,000

堆肥盤上で天日乾燥し、山積み堆肥化する。
図では、全面に堆積し、上からシートを覆った状態。

１０ｍ

６ｍ



※暗渠管・貯留槽を設置する必要がある（Ｐ２３参照）

＜処理フロー＞

畜舎 乾燥エリア
トラクター（ロータリー）で攪拌 ローダーで切り返し堆肥化
堆積厚さ１０㎝程度

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
パイプハウス セット 円

（幅４間×長さ１０間）

壁材
Ｌ型擁壁 N35 基 円

(1000×700×2000㎝)
Ｌ型擁壁 Nｺｰﾅｰ90 基 円

(1000×750×750㎝)
擁壁設置費

床材
遮水シート（１㎜厚） ㎡ 円 を見込んだ
暗渠排水管(内径50㎜) m 円
コンクリート用型枠合板 枚 円
　　(15×900×1800㎝)
くい丸太(1.0m×15㎝) 本 円
古畳 枚 円
貯留槽（廃品の浴槽等） 個 円 円

（平米あたり
（　面積 ㎡ ） 円 円）

※２ヶ月分の最低面積である。
＜よい点＞
○ 安価な建設費、安いランニングコスト。
○ 乾燥エリアを利用するため、水分調整材が不必要。

＜注意が必要な点＞
○ 擁壁に過大な圧力を加えると破損する恐れがある。
○ 暗渠管・貯留槽の設置が面倒。
○ 貯留槽にたまった排汁の定期的な処理が必要（畑地還元か堆肥に散布）。

Ｂ

1 0 0

Ｌ型擁壁・遮水シートの乾燥堆肥化施設

（乳牛１５頭の乾燥＋堆肥化を１施設内で考えた場合）
Ｌ型擁壁・遮水シートの乾燥・堆肥化施設

21,280

8

260

備考

200,000

資　材 数量 単価

一式

25,000

2

280

400,000

200,000

11,200
312,000

円／ｍ

794,000

単価には加工賃

－　１５　－

シートでも作成可

60 600 円／本 36,000

397,000

25,000

40
1,200

16

価格

円

円／㎡

16 1,330 円／枚

円

円

260 1,974,480 7,594

160 0 円／枚 0

遮水シート、古畳敷込

ビニールハウス

Ｌ型擁壁

足場板で土留
め

トラクター（ロータリー）で、平面部を利用して乾燥後
ショベルローダーで、施設内４すみに設けた壁を使っ
て切り返しする。

（ハウス内の状況）



３６ｍ
２８ｍ ８ｍ

７．２ｍ 乾燥部分 堆肥化部分

この部分の図解説明

（ｺﾝﾊﾟﾈ突っ張り壁）
ハウス内にコンパネ壁を作る

施工方法は２４Ｐ参照

30㎝下にシート埋設
床面の施工方法は２３Ｐ参照

暗渠管 （土壌硬化剤使用）
貯留槽

＜処理フロー＞

畜舎 コンパネ擁壁乾燥・堆肥化施設 ２ヶ月ぶん

乾燥部分　 ：ロータリー付きトラクターで撹拌・乾燥
堆肥化部分：ショベルローダーで切り返し堆肥化

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
蔬菜ハウス セット 円

幅４間×長さ２０間

床材
遮水シート（１㎜厚） ㎡ 円 を見込んだ
暗渠配水管(内径50㎜) ｍ 円
土壌硬化剤 ｔ 円
貯留槽（廃品の浴槽等） 個 円 円

壁材
コンクリート用型枠合板 枚 円

(12×900×1800㎝)
角材 円

（廃材利用）

（平米あたり
（　面積 ㎡ ※） 円 円）
※２ヶ月分の最低面積である。
＜よい点＞
○ 原状復帰が可能。
○ 安価な建設費・
○ 水分調製材が不必要。

＜注意が必要な点＞
○ 擁壁に過大な圧力を加えると破損する恐れがある。
○ 暗渠管・貯留槽の設置が面倒。
○ 貯留槽にたまった排汁の定期的な処理が必要（畑地還元か堆肥に散布）。
○ 施設撤去の際には硬化した土の除去が必要。

Ｃ

260 1,075,600

適宜

コンパネ擁壁・土壌硬化式の乾燥・堆肥化施設

4,137

8,100

0

円／枚

円／本

堆積高1.2ｍ

15,000

備考

円1

10,000

資　材 数量 単価 価格（税抜き）

40 円／ｍ

1
2.7

657,000

－　１６　－

900

0 0

9

0

シートでも作成可

1,200
250

円／ｔ 40,500 堆肥化部分

（乳牛１５頭の乾燥＋堆肥化を１施設内で考えた場合）

300

657,000

円／㎡ 360,000
単価には加工賃

トラクター（ロータ
リー）で、平面部を利
用して乾燥後、ショ
ベルローダーで、壁
を使って切り返しす
る。



主柱

暗渠管 足場板 剪定チップ
23P参照

遮水シート
　 １０ｍ

テントシート
貯留槽 ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ

ＧＬ
８ｍ

　2.5m 切丸太 主柱
1.0m

　1.5m ＧＬ 角材
足場板

このスパンを上から見ると

＜処理フロー＞
畜舎 天日干し遮水シート乾燥堆肥化施設

全面を使いトラクター(ﾛｰﾀﾘｰ)で撹拌乾燥
中心の壁を使い、ローダーで切り返し
雨天・保管時等はテントシートを展開

＜必要資材と概算費用＞

被覆材　壁材
主柱　 ４ｍ×１２㎝角 本 円
間柱（切丸太） ４ｍ×９㎝ 本 円
梁 ４ｍ×６㎝角 本 円
ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ　6×24 10㎜径 ｍ 円
足場板　

4m×3.6㎝×200㎜ 枚 円
杉角材　1m×3㎝×3㎝ 本 円
テントシート　８ｍ×７ｍ 枚 円

床材
遮水シート（１㎜厚） ㎡ 円
足場板　 を見込んだ

（4m×3.6㎝×200㎜） 本 円
くい 本 円
暗渠排水管(内径50㎜) ｍ 円
剪定チップ 0 円 円
貯留槽（廃品の浴槽等） 1 個 0 円 円

※５頭規模 （平米あたり
（　面積 ㎡ ※） 円 円）
１５頭処理は上記の３施設ぶん
（　面積 ㎡ ） 円

※２ヶ月分の最低面積である。４ヶ月保管する場合は２倍、半年なら３倍必要と考える。
＜よい点＞
○ 施設の設置費が非常に安い。
○ 簡易な施設なため撤去も簡単。

＜注意が必要な点＞
○ 雨天時シートの展開は自ら行わなければならないので、非常に手間がかかる。
○ 強風にあおられる可能性あり
○ 暗渠管・貯留槽の設置が面倒。
○ 貯留槽にたまった排汁の定期的な処理が必要（畑地還元か堆肥に散布）。

0 シートでも作成可

適宜

240 701,100

0

Ｄ

×３施設

天日利用・板壁中心式乾燥・堆肥化施設

単価には加工賃

1,100
2,300

700

6,900

60,000

（「乳牛５頭の生ふんからの乾燥＋堆肥化」×３施設で考えた場合）

2,400

備考

－　１７　－

30,000

1,600
100

80 1,200

価格（税抜き）

13,200
2,800

単価

96,000円/㎡

800
22,400

3
12
4

16

資　材 数量

150 円

円
円
円

円

円/枚

14
8
2

36 100 円／本 3,600
10 1,600 円／本 16,000

80 233,700 2,921

16 600 円/ｍ 9,600

左側：シートを展開

傾斜の向き



糞は８ｍ角

シートは被覆・
床材とも１０ｍ角

土嚢・古タイヤ等で押さえる。後方のもののように紐を使用すると、風でまきあがりにくい。
堆肥舎内の半製品を「一度に保管場所まで持っていく」ような使用方法が望ましい。
（毎日シート上に投入するのはシートが破れるなど、無理があるため。）

＜処理フロー＞

畜舎 オガクズ混合 堆肥化ハウス ２ヶ月ぶん

シートが破れるため切返さないで静置
（堆肥化は想定しない）

＜必要資材と概算費用＞

被覆材
ブルーシート 円

（１０m×１０m）
→通気性が欲しければ

堆肥シートに変更する
（アイデア集参照）

床材
ブルーシート 円

（１０m×１０m）

（水分・比重調整材）
オガクズ 円

（平米あたり
（　面積 ㎡ ※） 円 円）

※２ヶ月分の最低面積である。４ヶ月保管する場合は２倍、半年なら３倍必要と考える。

＜よい点＞ 平面
○ ふん処理に係るイニシャルコストが安い。
○ 緊急時の一時保管に役立つ。ほ場の現状復帰が可能。

＜注意が必要な点＞ 　暗渠管

○ 切返ししない為良質堆肥化は困難だが、通気性確保によりある程度可能。 側面
（群馬県方式など：堆積ふんの中間高に１ｍおきに暗渠管を並べる等）

○ オガクズはふんを積み上げるため必ず必要なので、その保管場所を確保。
○ オガクズとふんを撹拌し、シート上に積み上げる作業に技術が必要。

（乳牛１５頭の生ふん２ヶ月ぶんを一次保管する場合：オガクズ利用）

枚

枚

m3

円

円

→２ヶ月分のふんと混合
し水分68％にする量

２ｍを確保t）

Ｅ

－　１８　－

8,000

8,0001

するために必要

平均堆積高
（　12

8,000

8,000

112,000

96,000円／m3

円／t）

1

（8,000

資　材 数量 単価 価格（税抜き）

2,000

備考

ビニールシート簡易対応

100 1,120

48

オガクズとの
混合ふん
（高さ２ｍ）
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オ 肉用牛・養豚・養鶏経営での置き換え（同じ施設が何頭分に相当するか）比較表

乾燥処理 堆積処理

＜標準＞ 冬期水分蒸散２kg/� 処理する考え２ヶ月間
３搾乳牛 １５頭 水分84％→68％ 有効容積 32ｍ

畑地利用なし 乾燥床有効面積135� 高2×幅4×長8ｍの
オガクズ利用なし を確保できるハウス かまぼこ型で
冬期水分蒸散 間口３×長さ２０間 必要面積 32� だが、
(8・9Ｐ参照) ２００� １ｍの額縁を設けると

６０�

そのままの大きさで
他の畜種が

利用したとすると…。

＜肉用牛＞
標準の施設面積で 標準の面積で肥育牛 ３０頭

ふん量 20kg/日頭 水分81％→65％ の・ 約１．６ヶ月分
（ふん尿分離） までの調整が可能 堆積が可能
畑地利用なし
オガクズ利用なし

＜養豚＞
標準の施設面積で 標準の面積で肉豚 ２９０頭

ふん量 2.1kg/日頭 水分75％→55％ の・ 約１．６ヶ月分
（ふん尿分離） までの調整が可能 堆積が可能
畑地利用なし
オガクズ利用なし

＜採卵鶏＞
標準の施設面積で 標準の面積で成鶏 ４，５００羽

ふん量 120ｇ/日羽 水分75％→50％ の・ 約２ヶ月分
畑地利用なし までの調整が可能 堆積が可能
オガクズ利用なし

※各畜種の換算頭数・換算期間を確認のうえ、10～18Ｐを参考にしてください。



（１） 被覆資材編①
堆肥盤 屋根なし堆肥舎

（参考価格）

ふんの上部を覆う雨よけ。 被覆の手間がかかる。

飛ばないよう古ﾀｲﾔ、土嚢、角材等で

押さえたり、土で四方を埋める等する。

屋根無し堆肥舎の被覆も出来る。

ブルーシート

サイズ・厚みは各種ある

（例） 薄手のもの 入手し易い 通気性がないため直接被覆の

１０×１０ｍ 円程度 厚さによって値段は大きく違う。 場合は堆肥化は難しい。

７．２×９ｍ 円程度 防水性は完全ではない。

３．６×５．４ｍ 円程度

堆肥シート

　水分調整（70％以下）してから堆

積しないと堆肥化はされない。

6×50m 円程度 単位面積あたり安価である。 １堆肥化期間１枚必要。

（厚さ０．０７ｍｍ農用ポリ） 雨水浸入防止し、ある程度の水分蒸散可能 自家利用程度の堆肥化が目標

他メーカーから同様のシートも 　なように５㎝毎に３㎜の小孔が開いている。 （ メーカーとしては発酵資材との

発売が始まっている。 製品堆肥を保管するには適している。 組合せで堆肥化可能としている）

6×10m 円程度 雨水浸入防止し、ある程度水分蒸散や 耐用年数２年程度。

4×7m 円程度 通気性が確保できる。

不織布・通気性フィルム等の

４層構造シート

他メーカーから同様のシートも

発売が始まっている。

その他従来からあるのシート例

メッシュシート 建設用養生シート 防水性が確認できない。

円/㎡

ターポリンシート（防炎シート） テントシート 大きくなると重い

円/㎡

綿帆布 円/㎡ トラック荷台用シート 約100cm幅のため接合が必要

４　手作り施設等に役立つ情報・アイデア集

注意点

Ｂﾒｰｶｰ 50,000

種　類 特徴・使い方等

Ａﾒｰｶｰ

25,000

シート類

1500

－　２０　－

500～800

600～800

540

8,000

13,000

6500
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（１） 被覆資材編②
ハウス・テント 堆肥バッグ＋シート

種　類 （参考価格）

パイプハウス 10Ｐ参照

園芸用のもの（１メーカー例） 各種サイズがある。 風の被害を受ける。
ビニールハウス（扉は別途） 自家施工が可能。 透過性が悪くなると効率がおちる、

３間×５間 円程度 定期的に被覆材の交換が必要。
３間×１０間 円程度 10Ｐ参照
３間×１５間 円程度

蔬菜ハウス
3.5間×10間 円程度
3.5間×15間 円程度
４間×１０間 円程度
４間×１５間 円程度
４間×２０間 円程度

堆肥バッグ 　堆肥化可能な条件に調整しないと発酵しない。 必ず水分調整してから投入する。
　切返さないので臭気も少。緑色で景観がよい。 上下をシート等で覆う必要がある。

500ｋｇ袋 円程度 　メッシュ構造で通気を確保。ハエが発生しても 投入に手間がかかる。
（１メーカー例） 外に出られず熱で死滅する。 運搬には重機が必要。

　袋詰め後、耕種に引き渡し可能であれば置き 直接地面には置かずパレットや
場所が少なくてすむ。 タルキの上へ置くこと
　攪拌投入機を導入すると詰込みが容易になる。 （通気性の確保）

（２５０～３５０万円程度） 　積み重ねは通気が悪くなり、倒壊の
危険もあるため行わない。

ファスナー
で開閉

下部はロープで絞るようになっており、
ぶら下げた状態でロープをゆるめると
全開して堆肥が出る構造。
（上部ジッパーを全開して倒しても可）

注：１３Ｐでの使用例は「半乾燥糞」を詰める際の使用数である。
　メーカーとして、バッグのみで堆肥化処理するには、水分調整にもみがら（水分１０％）
を使用して、年間４回転させる場合として、下記が示されている。

乳牛２０頭で１５０袋、肉牛２０頭で６０袋、豚２００頭で８０袋、採卵鶏２０００羽で４０袋

伸縮式テント

（倉庫でよく使用されている仮設テント。 　胴体部分が伸縮し、オープン状態にできるため、 　大きな規模のものは自家施工は
ジャバラハウス・フレックスハウス等 堆肥盤のような作業が可能。土地の有効利用。 出来ない。
と呼ばれている。） 　必要な長さに伸ばして利用できる。開閉も人力

・ 建築確認まで取れるようなものでは で可能。レール式。
20,000円以上／㎡と高くつく 　コンクリ・アスファルト以外に鉄板敷きでも設置 　簡易なものは風への対処が必要。

・ ごく簡易なものでも 可能。規定のレール設置法がある。 （コンクリブロックのアンカー等必要）
（幅4.8×高2×長5ｍの規格もの） 　簡易なのものではキャスター式もある。 転倒にも注意する。

40万円程度(組立費別） 組立に労力がいる。
レール式では堆肥の除去が必要。
常設型のハウスよりは割高。

伸縮

657,000

20,000

－　２１　－

527,000

注意点

61,700
97,000

397,000

167,000

270,000
347,000

特徴・使い方等



手作り施設等に役立つ情報・アイデア集

（２） 床面資材編① ハウス

堆肥盤 堆肥舎

（参考価格）

ふんの下部を遮水する。 　ローダー等で掘削し、埋め戻す。

破れ、飛翔防止に土や砂等で埋設する。 　畑の土そのままでは柔らかいため

荒砂・土壌硬化剤等を利用する。

ブルーシート

（例） 薄手のもの 入手し易い 通気性がないため良質堆肥化は

１０×１０ｍ 円程度 厚さによって値段は大きく違う。 難しい。

７．２×９ｍ 円程度 左記は薄手のもの 防水性は完全ではない。

３．６×５．４ｍ 円程度 製品堆肥の保管には役立つ。

堆肥シート

他メーカーからのシートも
発売が始まっている。

敷設用シートであるが、埋設用ではない。 　上部をローダーでは走れない。

5.4×50m 円程度 単位面積あたり安価である。 　（調整済糞を静置するのみ。）
　（厚さ０．１ｍｍ農用ポリ） 　１堆肥化期間１枚必要と考える

土木用遮水シート

軟質塩化ビニールシート ㎡単価 　産業廃棄物処分場で使用されており、防水性 　シートの接着は現場でも可能だが

0.5㎜厚 円/㎡程度 耐久性、耐候性、対薬品性に優れている。 工場施工後の搬入のほうが容易

1.0㎜厚 円/㎡程度 　重機等は直接では難しいが、伸展性に優れる 　クッション材の選択がカギ

1.5㎜厚 円/㎡程度 ため、クッション材の敷設により問題ない。

例：加工賃を入れると1200円程度　シートの厚さは底地の状況による。

土壌硬化剤

　土壌を硬化させるため、ローダー等の利用が 　土壌を固めて作業をしやすくするも

土１m3を１ｔとすると、 可能となる。 のであり、防水性はない。

15,000円／ｔ 　土壌硬化剤を土壌に対して15%の割合で混合 　必ずシート等と組み合わせて

（例）必要面積100m
2
で30cmの土壌を硬化させ 使用すること。

　　ると面積100m2×深さ30cm＝土壌容積30m
3

土壌１m3を１ｔとすると＝30ｔ

30ｔ×硬化剤混合量15%

　　　　　　　　=必要硬化剤量は4.5ｔ

4.5ｔ×15000円＝67,500円ぶんの硬化剤必要

暗渠管  高水分ふんを堆積する際は排汁処理に必要。

φ50mm,1ｍあたり250円程度

Ａﾒｰｶｰ

シート類

種　類

－　２２　－

特徴・使い方等 注意点

尿・暗渠排水溜めにも応用可能

430

870

1,300

6500

8,000

1500

13,000
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（２） 床面資材編②

（参考価格）

（参考） コンクリ施工堆肥盤 ２１Ｎコンクリート、厚さ１０㎝、あみ鉄筋、 利用期間が終了後、除去に手間
円/㎡ 路盤紙入り。ＲＣ４０砕石、厚さ１０㎝の場合 がかかり、簡易対応と言い難い。

（参考） ・ くみあい式浄化槽
頭数によって各種ある 　非常にコンパクトである。 槽が小さく投入汚水や気温の

　半地下式にすると外気変動に影響されにくい 　状況で処理状態が変化しやすい。
こまめなメンテナンスが必要。

・ 貯水槽 　各種貯留用にサイズも豊富
・ 飼料タンク（廃材利用） 　穴はコンクリ等で塞ぎ、埋設して槽として利用 尿・暗渠排水溜めに利用可能

＜シートを使った床面施工方法のいろいろ＞
　生糞から堆肥化しようとする場合は排汁で盤がゆるみ、使用不能となることが想定されるため、必ず暗渠管を埋設

し、貯留槽を備えること。ただし、乾燥施設で乾燥後の糞を堆積する場合は暗渠管がなくても対応できると考えられる。

暗渠管の埋設の際、傾斜を縦横に２～３％程度とり、貯留槽に接続すること。

貯留槽は、タンク類で工夫したり、浴槽廃材や、遮水シートでも作成することが出来る。（雨水を入れない工夫必要）

排汁は、液肥として畑地還元するか、堆肥にかけて処理する。

①ローダーで必要面積を掘り下げる 土地の傾斜をうまく利用する方法も！

貯留槽の位置を決め暗渠管の配管を考える。 （床面の中心にこだわる必要はない。）

配管部分に向けて排汁が流れるよう土地に傾斜を付ける。 ＜上から見た図＞

傾斜２～３％

②シートを広げ、暗渠管を埋設

暗渠管

（①②は共通）

廃品の風呂桶など
③ シートを埋設する

鉄板 杭

土で埋め戻し、鉄板を敷き詰め、 土

鉄板が動かないよう外側に杭を打つ。 １０㎝以上

荒砂で埋め戻し、てん圧する。 荒砂

２０㎝以上

すき取った土と土壌硬化剤を混ぜ、 土＋土壌硬化剤

埋め戻し、てん圧する。 １０～３０㎝

シートが破れにくい

畳を敷き並べる（２段で交互に敷く）。
土等

土等で埋め戻し、てん圧する。 １０㎝以上

タタミ

暗
渠
管

－　２３　－

シート＋荒砂

シート＋鉄板敷き

シート＋土（土壌硬化剤）

シート＋タタミ敷き

注意点

4,000～6,000

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

種　類 特徴・使い方等

　　　　　　　　　土地の
　　　　　　　　　傾斜を
　　　　　　　　　利用する



手作り施設等に役立つ情報・アイデア集 ① ② ③ ④ ⑤

（３） 壁面資材編

堆肥舎 ハウス

種　類 （参考価格）

① コンクリート製Ｌ型擁壁 高さ100cm、底面70cm、幅200cmのＬ型擁壁 高さがある方が使いやすいが
N35-(1000×700×2000) 製品化されたものなので、工場でつくられた 重量、値段も大幅に上がる。

円 ものを、現場で組み立てる。 重量があると運搬設置に問題あり
Nｺｰﾅｰ90-(1000×750×750) 設置場所の整地、栗石等の敷設が望ましい。 高さ100cmぐらいが適当と考える。

円 底面をある程度埋める必要がある。
擁壁設置費 円 ショベルローダーの圧力にも耐えられる。 遮水シート等と組み合わせる場合

つなぎ目の工夫が必要。

 1m 0.7m  1m

2m
0.75m

N35 Nｺｰﾅｰ90

② （鉄板バンカーサイロ方式） ｻｲﾚｰｼﾞの応用で出来ないかと考えるが ローダー等の圧力で、シートが
事例はなく、構想のみ。 もたない可能性がある。

③ コンクリート製キット型 方式としては、L型擁壁に近い。 屋根がけすると建築基準法に
コンクリート製品の壁材と、波板鉄板や 対応不可の場合もあり、
パイプハウス等の屋根材を組み合わせた、 業者に確認する必要がある。
プレハブ形式の堆肥舎。 底面と壁面の利用だけする
工期が短い。 事も出来るが、その際はシートを。

④ コンパネ突っ張り壁 パイプハウスの中に作ることが可能。 強く押しつけすぎないよう注意。
ラワン材（12×900×1800） 廃材（角材）を利用して枠を組んだ上に 支柱の埋設部分に防腐処理が必要。

９００円／枚程度 コンパネを打ち付ける。
角材（廃材でも）

36m
28m 8m
乾燥 堆肥化
部分 部分

この部分の図解説明

（ｺﾝﾊﾟﾈ突っ張り壁）
ハウス内にコンパネ壁を作る

30㎝下にシート埋設
暗渠管 （土壌硬化剤使用）

貯留管

⑤ コンクリート＋樹皮壁 コンクリートの立ち上げはＧＬから４０～５０cm 樹皮が不定形なため打ち付けると
２０cm角程度に鉄筋を入れる。 適度に間隔があり通気性に優れる。
ＧＬ以下はＴ字あるいはＬ字に打設。 （堆肥がこぼれる場合は、定期的に

製材時の不要部分 立ち上げは主柱を巻くように打設。 清掃を行うこと）
製材かすである樹皮板を壁材とし
て利用する。
樹皮を堆肥に触れる側とする。
腐食しづらい為、耐久性は５年以上。

コンクリート立ち上げに
重量ブロックを使用する
ことも考えられる。

7.2m

特徴・使い方・施工方法等 注意点

－　２４　－

25,000

25,000
120,000

トラクター（ロータ
リー）で、平面部
を利用して乾燥
後、ショベルロー
ダーで、壁を使っ
て切り返しする。



関 係 指 導 機 関

地 域 の 窓 口

横浜川崎地区農政事務所（畜産部畜産課） （０４５）９３４－２３７８～９

横須賀三浦地区農政事務所（地域農政推進課） （０４６８）２３－０１２０（代）

湘南地区農政事務所（畜産部畜産課） （０４６３）５８－０１５２（代）

県央地区農政事務所（畜産部畜産課） （０４６）２２８－１６４９（代）

足柄上地区行政センター（畜産部畜産課） （０４６５）８３－３００３（代）

西湘地区行政センター（地域農政推進課） （０４６５）３４－２７１１（代）

津久井地区行政センター（地域農政推進課） （０４２）７８４－１１１１（代）

横浜川崎地域農業改良普及センター （０４５）９３４－２３７４～６

横須賀三浦地域農業改良普及センター （０４６８）２３－０２１０（代）

湘南地域農業改良普及センター （０４６３）２２－２７１１（代）

県央地域農業改良普及センター （０４６）２９６－７６１１

足柄地域農業改良普及センター （０４６５）８３－５１１１（代）

津久井地域農業改良普及センター （０４２）７８４－１１１１（代）

東部家畜保健衛生所 （０４５）９３４－２３７８～９

湘南家畜保健衛生所 （０４６３）５８－０１５２（代）

県央家畜保健衛生所 （０４６）２２８－１６４９（代）

足柄家畜保健衛生所 （０４６５）８３－３００３（代）

県 域 の 窓 口

神奈川県畜産研究所 企画経営部（畜産環境グループ） （０４６）２３８－４０５６（代)

発行：神奈川県環境農政部 畜産課（畜産環境班） （０４５）２１０－１１１１（代)

〒２３１－８５８８ 横浜市中区日本大通１ 内線 ４５１４／４５１５

※施設整備の内容（特にコンクリート敷設の場合）により、農地に関する各種関連法があるので、

県・市町村担当者とも相談しながら設置等を行ってください。

※本誌掲載の施設等は、アイデアやヒントとして紹介したもので、一部については実際の設置例

がないものもあるため、整備費（金額）試算も含め、参考としてお考えください。




